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第1章
譲
渡
損
益
へ
の
課
税
の
繰
延
べ

改
正
自
社
株
対
価
Ｍ
＆
Ａ
の

活
用
ポ
イ
ン
ト

産
業
競
争
力
強
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
平
成
30

年
５
月
に
成
立
し
、
同
年
７
月
９
日
に
施
行
さ
れ
た
。
改
正
後
の

産
業
競
争
力
強
化
法（
以
下
、「
改
正
産
強
法
」と
い
い
、
改
正
前
の

同
法
を
以
下
、「
旧
産
強
法
」と
い
う
）に
お
い
て
は
、
①
自
社
株
を

対
価
と
す
る
Ｍ
＆
Ａ（
以
下
、「
自
社
株
対
価
Ｍ
＆
Ａ
」と
い
う
）、
②

ス
ピ
ン
オ
フ
、
③
株
式
等
売
渡
請
求
を
用
い
た
ス
ク
イ
ー
ズ
・
ア
ウ

ト
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
会
社
法
上
の
特
例
措
置
が
改
正
な
い
し

新
設
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
30
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
一
定
の

要
件
を
満
た
し
た
改
正
産
強
法
上
の
特
別
事
業
再
編
計
画
の
認
定

を
受
け
た
自
社
株
対
価
Ｍ
＆
Ａ
に
つ
い
て
、
対
象
会
社
の
株
主
に
生

じ
る
譲
渡
損
益
へ
の
課
税
を
繰
り
延
べ
る
旨
の
規
定
が
創
設
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
な
か
で
も
特
に
実
務
上
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
大

き
い
と
考
え
ら
れ
る
①
自
社
株
対
価
Ｍ
＆
Ａ
を
中
心
に
取
り
上
げ
、

改
正
産
強
法
上
の
特
別
事
業
再
編
計
画
を
用
い
た
自
社
株
対
価
Ｍ
＆

Ａ
の
活
用
例
を
、
上
場
会
社
を
主
に
念
頭
に
置
い
て
検
討
す
る
。

ま
た
、
②
ス
ピ
ン
オ
フ
は
、
支
配
関
係
の
あ
る
株
主
が
存
在
し

な
い
上
場
会
社
を
主
に
想
定
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

現
時
点
で
は
、
上
場
実
務
の
関
係
も
あ
っ
て
、
現
実
に
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
可
能
性
が
必
ず
し
も
高
く
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
こ

で
、
本
稿
で
は
、
支
配
関
係
の
あ
る
株
主
が
存
在
す
る
場
合
に
お

け
る
分
割
型
分
割
等
が
、
ス
ピ
ン
オ
フ
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
着

眼
し
て
、
そ
の
よ
う
な
分
割
型
分
割
等
の
活
用
例
に
つ
い
て
も
、

近
年
の
税
制
改
正
を
踏
ま
え
つ
つ
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

そ
し
て
、
最
後
に
、
③
株
式
等
売
渡
請
求
制
度
を
用
い
た
ス
ク

イ
ー
ズ・ア
ウ
ト
に
つ
い
て
も
、簡
単
に
概
観
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
見
解
は
筆
者
ら
の
個
人
的
な

見
解
で
あ
っ
て
、
筆
者
ら
の
所
属
す
る
法
律
事
務
所
・
税
理
士
事

務
所
の
見
解
で
は
な
い
こ
と
を
付
言
す
る
。

ポ
イ
ン
ト

・
旧
産
強
法
の
も
と
で
、公
開
買
付
け
の
方

法
に
よ
り
対
象
会
社
株
式
を
取
得
し
、対

象
会
社
を
関
係
事
業
者
と
す
る
等
の
条

件
を
満
た
し
た
自
社
株
対
価
Ｍ
＆
А
に

つ
い
て
は
有
利
発
行
規
制
お
よ
び
現
物

出
資
規
制
等
の
適
用
除
外
の
特
例
が
認

め
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、対
象
会
社
株
式

を
相
対
譲
渡
に
よ
り
取
得
す
る
場
合
や

既
存
の
関
係
事
業
者
の
株
式
を
買
い
増

す
場
合
の
自
社
株
対
価
Ｍ
＆
А
に
つ
い

て
も
、当
該
特
例
の
適
用
を
可
能
と
す
る

旨
の
改
正
が
な
さ
れ
た

・
改
正
産
強
法
上
の
特
別
事
業
再
編
の
認

定
を
受
け
た
自
社
株
対
価
Ｍ
＆
А
に
つ

い
て
、対
象
会
社
株
主
に
生
じ
る
譲
渡
損

益
へ
の
課
税
を
繰
り
延
べ
る
規
定
が
租

税
特
別
措
置
法
に
創
設
さ
れ
た

概
　
要

自
社
株
対
価
Ｍ
＆
Ａ
は
、
買
収
者
が
買

収
資
金
を
外
部
か
ら
調
達
す
る
必
要
が
な

い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
欧
米
に
お

い
て
は
大
規
模
な
Ｍ
＆
Ａ
で
積
極
的
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
対
象
会
社
の
株

主
の
視
点
に
立
つ
と
、
売
却
の
対
価
と
し

て
買
収
者
の
株
式
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ

り
、
買
収
後
の
シ
ナ
ジ
ー
を
享
受
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

日
本
の
株
式
会
社
が
自
社
株
対
価
Ｍ
＆

Ａ
を
行
お
う
と
す
る
場
合
、
組
織
再
編
行

為
で
あ
る
株
式
交
換
を
用
い
る
方
法
が
あ

り
得
る
が
、
対
象
会
社
が
日
本
の
会
社
で

あ
る
場
合
に
の
み
可
能
な
方
法
で
あ
り
、

し
か
も
全
部
買
収
に
限
ら
れ
る
と
い
う
難

点
が
あ
る
。
ま
た
、
税
務
上
、
株
式
交
換

に
つ
い
て
は
、
法
人
税
法
上
一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
適
格
株
式
交
換
と
な
ら
な
い

限
り
、
対
象
会
社
に
時
価
評
価
課
税
⑴
が

な
さ
れ
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

そ
こ
で
、
対
象
会
社
の
株
式
を
現
物
出

資
と
し
て
受
け
入
れ
て
自
社
株
を
発
行

（
自
己
株
式
の
処
分
を
含
む
。
以
下
同
じ
）

す
る
方
法
が
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
会
社

法
上
の
有
利
発
行
規
制
⑵
や
現
物
出
資
規

制
⑶
を
遵
守
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
点

で
手
続
的
な
負
担
が
重
く
、
ま
た
、
対
象


